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研究成果の概要（和文）：自然災害下でも地域社会医療サプライチェーンを駆動できる大学病院

機能について（1）無人タイムスタディによる医療従事者の稼働能力の計測とタイムプロセス

スタディによる稼働状況分析、（2）大学病院と連携する地域での医療需要掌握における地域が

ん登録など疾病登録情報の利用と大学病院の医療供給力の計測、（3）大学病院退院後の患者へ

の医療継続を担う居宅サービスを包含した在宅療養システムに関する無人タイムスタディによ

る定量的検討、などの研究を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：The management capability of a university hospital as a driven 
system of the social medical supply chain was investigated from the following view points; 
(1) how to evaluate the stuff deployment with the object of efficiency and reliability using 
with the method of unattended time and motion study and time process study, (2) how to 
estimate and predict the social medical needs based on the regional disease registration, (3) 
how to construct the In-Home medical service and In-Home Long-Term Care system based 
on the observed data by the method of unattended time and motion study and time process 
study.  
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研究分野：複合新領域 
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キーワード：①大学附属病院 ②タイムスタディ ③サプライチェーン ④ビジネスモデル  
 
１．研究開始当初の背景 
 21 世紀の終わりまでの 90 年間、祖父母、
父母、自分、子ども、孫まで、普通の人がい
つでもどこでも一定以上の医療・保健・福祉
を受けられる社会を維持するには、社会医療
サプライチェーンという基盤が重要である。
医療スタッフの教育、医学研究、医療関連施

策の計画・提案・評価・改善等は、サプライ
チェーンの駆動力であり、大学および大学附
属病院が担うものと考える。本課題では、こ
のコンセプトの下、将来の医療需給シナリオ
の検討、社会医療における大学および大学附
属病院の駆動力としてのあり方の研究を進
める予定であった。 
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 当初は大学医学部の養成する医師、看護師
など医療従事者の数とその配置について、タ
イムスタディをもとに稼働能力を検討し、地
域の医療需要を疾病登録から推計し、両者を
対応させて医療サプライチェーンの観点か
ら検討する予定であった。 
 しかしこの 3 年間で iPad やスマートフォ
ンの予想以上の普及、クラウドコンピューテ
ィングの浸透など情報利用の変化が急激に
進む一方、東日本大震災により地域における
医療情報掌握の難しさと医療需要計測／推
計の重要性が明らかとなった。したがって、
本研究では、積極的に社会変化も考慮し、看
護と工学の融合という視点でも研究を進め
ることとした。 
 
２．研究の目的 
 大学病院を社会医療の安定供給の駆動力
と位置づけ、タイムスタディ等業務実態調査
を通じて（1）病院、居宅サービスにおける
スタッフ稼働状況の把握、（2）地域がん登録
や病院医療情報データを用いた地域におけ
る医療需要（必要とされるサービス内容と必
要とする患者数）予測、（3）病院と居宅サー
ビスのシームレスな情報交換および医療継
続のためのシステム構築、について検討を進
める。 
 
３．研究の方法 
 本研究においては、それぞれの研究のため
の方法論開発も研究としては大きな比重を
占める。 
（1）無人タイムスタディの方法 
 従来、他計式連続タイムスタディを行って
きたが、長期観察、すなわちモニタリングも
可能な方法の検討を進めた。その結果、記録
業務については何時から何時まで何色のボ
ールペンを使用したかを自動的に記録する
タイムペンの開発を行った。また、完全電子
カルテ化が進んで来たことによりボールペ
ンを使わない記録も増えた
ため電子カルテログをもと
にした業務記録分析法を開
発した。さらに、部屋（ナー
スステーションや居宅サー
ビス会社事務室など）全体を
ビデオ記録し自動的に特定
の業務を行っている人数を
検出する方法も開発した。な
お、画像記録においてはネッ
トワークカメラも用いた。さ
らに車いすやストレッチャ
の軌跡を自動的に記録する
方法も開発した。さらに業務
をヒアリングすることで段取りや関わる職
種、人数などを明らかに出来るタイムプロセ
ススタディを病院外来治療や居宅サービス

事業運営の分析に用いた。 

 
（2）罹患数予測のための Age-Period-Cohort
モデルとその結果に複数シナリオを適用し
た将来予測方法 
 地域において大学附属病院は医師の養成
とともに地域医療の中心的な担い手となる。
したがって、高齢人口の推移や地域における
罹患パタンの把握は的確な医療提供に重要
である。罹患や死亡の動向については、その
変動を時代(Period)効果、年齢(Age)効果、
出生コホート(Cohort)効果から説明する
Age-Period-Cohort（APC）分析が有効である。
本研究では、ベイズ型ポワソン・コウホート
モデル(Nakamura T.,1986)を用いた。地域が
ん登録データの性別部位進行度別罹患情報
について APC 分析を行った後、Age 効果は不
変、Cohort 効果は最新のものと同値をとると
して、Period 効果について 10 以上のシナリ

オを想定し、もっとも実データと誤差の少な
いシナリオを選択し、このシナリオにより将
来予測を行うこととした。 
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（3）居宅サービス分析のための無人タイム
スタディ 
 居宅サービスの運営は、病院の看護職の動
きと大きく異なる。経営のための事務処理と
在宅顧客サービス提供記録と両方に目を通
しまとめる必要がある。特に年間を通じての
動きや、一ヶ月の中でも書類をまとめる時期
など、繁忙期がほぼ予測できる。また、作成
した書類は役所と病院に送られるなど、他機
関と連携した動きも多い。そこで、本研究で
はまず居宅サービス事業者および看護職、事
務職員に対してヒアリングを行いタイムプ
ロセススタディにより分析した後、電子カル
テログ分析、ビデオ画像記録、分析を行うこ
ととした。 
  
４．研究成果 
 上記３．で検討した方法論を用いて以下の
ような研究を進めた。 
（1）無人タイムスタディによる医療従事者
の稼働能力の計測とタイムプロセススタデ
ィによる稼働状況分析 
 
①大学病院における電子カルテ導入の影響
検討：ビデオ画像よりカルテを探す行動を自
動抽出するアルゴリズム検討し、大学附属病
院の外来および病棟ナースステーションに
電子カルテが導入されたことによる影響を
検討した。その結果、看護師のカルテ探し時
間はほぼ 0 となることが示された。しかし、
タイムペンを用いた検討の結果では、ボール
ペンの使用は導入前の日勤帯で平均 2時間程
度であったものが導入後も必要事項の書き
写しやワークシートへの転記、マーカーの利
用などで個人差は大きいが 0とはならないこ
となどを見いだした。なお、地域の病院から
の紹介および退院時における情報伝達など
については書類でのやりとりが主となるた
めスキャナによる取り込みが行われており、
そのために新たな業務が増えていた。 
 
②居宅サービス、事業所における無人タイム
スタディ：事業所運営者および看護職、事務
職にヒアリングを行い、その情報をもとにタ
イムプロセスモデリングにより一週間、一ヶ
月単位にまとめた。その結果をもとに再度ヒ
アリングを行い繁忙期と余裕のある時期に
ついて特定し、それぞれの時期にタイムペン、
ビデオ、電子カルテログによる無人タイムス
タディを行い運営実態について把握した。そ
の結果、事業所記録が必ずしも居宅サービス
利用者の医療に効率よく反映されていない
ことが示唆された。 
 
③病棟看護師の職階（師長、主任、スタッフ）
による電子カルテ利用状況の違いの検出に
関する研究：電子カルテログを検討すること

によりカルテ参照の実態がある程度把握で
き、個人差だけでなく職階、責任による違い
などが検出できる可能性が示された。 
 
（2）大学病院と連携する地域での医療需要
掌握における地域がん登録など疾病登録情
報の利用と大学病院の医療供給力の計測 
 
①外来長期受診者の検出：大学病院外来を数
年にわたり受診している患者の特性の検討
を試みた。その結果、大多数は一ヶ月以内で
受診が終了していること、長期受診者には内
科だけでなく外科にもいることなどが見い
だされた。 
②がんの罹患者数予測：今までの罹患数変動
を Age, Period, Cohort の効果により説明す
る APC 分析を行い、このうち Age 効果は不
変、Cohort は最新の影響と同等と仮定し
Period 効果のみ最近の状況から 10 以上のシ
ナリオを設定し性別各部位ごとに罹患数を
算出し、最適シナリオを選択した。それらを
用いて 2030 年までの罹患数予測を全国、各
都道府県主要部位別に行った。 

   （例）大阪府の罹患数将来予測 
 
 さらに、医療需要予測の基盤となる疾病登
録情報の精度検討の方法論を検討した。特定
部位のがんについて特定の年に報告された
地域における当該がんによる死亡数と地域
がん登録に登録された罹患者における当該
がんによる死亡数それぞれについて、同じ年
に地域がん登録に登録された罹患者数の比
率を算出しその違いを検討した。地域がん登
録の精度が高い地域において、主要部位のが
んについて進行度別に検討した結果、がん登
録に登録された時点で進行度が限局であっ
た群において大きな違いがみられること、一
般に予後がいいと言われる部位においてそ
の違いが顕著になることなどを見いだした。 
 
③がん患者の受療行動分析：患者居住地と受
療医療機関所在地との関係を県外への流出
者／県外からの流入者の情報も加味して分
析し、地域医療における大学病院の位置づけ
を検討した。 



 

 

（3）大学病院退院後の患者への医療継続を
担う居宅サービスを包含した在宅療養シス
テムに関する無人タイムスタディによる定
量的検討 
①居宅サービス事業所における運営実態：無
人タイムスタディ法を組合せて複数の居宅
サービス事業所の運営実態を検討した。その
結果、事業所の立地条件（都市部、郊外）に
よりサービス展開における時間配分がかな
り異なること、自動車移動が主で積雪の多い
地域の冬場においては移動に時間がかかり 1
日に 2、3 件しか訪問できないこと、事業者
は事業所運営時間外の作業が多いこと、各回
の訪問記録が大学病院など医療機関に報告
されていないこと等が明らかになった。 
 
②地域連携における電子カルテなど IT ツー
ルの導入状況：居宅サービスにおいて病院の
電子カルテにあたるものは、月ごとの運営報
告用システムが基盤でクライアントへの提
供サービス内容やクライアント・家族の状況
の記録を目的としたものが一般的であった。
したがって、訪問記録についても必須記録項
目は決まっているがそれ以外の項目につい
ては事業所により異なる。また、訪問宅にお
ける訪問記録のあり方についても形式が
様々であり複写式記録用紙を用いていると
ころやサービスノート類を訪問宅に置いて
記録する方式等みられた。大学病院など治療
医療機関への連絡は基本的には月 1回の書類
報告であり今後は服薬情報など医療に関す
る情報連携の必要性が示唆された。現状では
クライアントや医療機関、訪問看護職との連
絡は電話が主であり、クライアントの情報連
携に課題が見られた。 
 
③単身者見守りシステムの検討：大学病院で
は同じ大学内の他研究領域との連携がとり
やすい。そこで工学研究科との連携により、
病院での安全性を在宅でも担保する機器開
発を行った。具体的には、ヴィジョンセンサ
を用いた画像解析による転倒転落や異常行
動検出を試み、実用への示唆を得た。また起
立支援機器の開発を行った。 
 
（4）今後の課題 
 この 3年間で無人タイムスタディの方法論、
タイムプロセススタディの適用方法論、大学
病院と連携する地域における医療需要計測
／推計についてはほぼ目処がついた。今後は
（1）社会医療の需給プロセスを念頭におい
たタイムプロセスモデリングによる社会医
療サプライチェーンの分析、（2）情報機器の
急激な変化を活用した保健医療需要計測／
推計法の検討、（3）単身者社会における日常
生活の基盤提供としての社会医療のあり方
の検討へと研究を進める。特に（3）につい

てはヴィジョンセンサを用いたシステムや
起立支援機器のように、看護と工学、医学の
融合領域の重要性を捉え、需要を計測するだ
けでなく、ロボティクスの導入による物理的
支援と認知科学を基盤としたコミュニケー
ション／メチエ支援の研究を考えている。 
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